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９
月
３
日
、
７
時
30
分
。
ふ

ら
り
と
朝
の
散
歩
に
出
か
け

た
ら
、
ラ
イ
ダ
ー
ズ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
素
敵
な
方
に
出

会
っ
た
。
慣
れ
た
手
つ
き

で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
備
し
、

悠
々
と
立
ち
去
る
姿
は
鞆
の

ま
ち
と
合
わ
せ
て
１
枚
の
絵

画
の
よ
う
。
朝
釣
り
に
来
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
通
勤
か
。
日
常
と
物
語
の

は
ざ
ま
で
。

９
月
拡
大
号 　

鞆
と
研
究
室
、
３
つ
の
眺
望
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
研
究
室
の
原
風
景
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
が
か
つ
て
関
わ
っ
た
地
域
の
中
で
も

２
０
０
０
年
か
ら
10
年
以
上
に
わ
た
り
取
り
組
ん
だ
の
が

広
島
県
福
山
市
の
南
西
に
位
置
す
る
港
町
、
鞆
で
あ
る
。

鞆
は
現
在
１
９
８
０
年
台
後
半
か
ら
続
い
た
埋
立
架
橋
計
画
が

昨
年
２
０
１
６
年
に
「
中
止
」
の
形
で
終
止
符
を
打
ち
、

新
た
な
ま
ち
の
方
向
へ
と
舵
を
切
り
始
め
て
い
る
。

こ
の
埋
立
架
橋
計
画
の
論
争
と
並
行
す
る
時
の
流
れ
の
中
に

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
鞆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
鞆
と
い
う
町
の
特
徴
や
魅
力
、
歴
史
調
査
か
ら
始
ま
り
、

道
路
交
通
、
空
き
家
利
用
、
祭
事
、
生
業
な
ど
様
々
な
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

当
初
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
資
金
が
な
く
、

調
査
報
告
を
「
鞆
雑
誌
」
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
資
金
繰
り
し
て
い
た
。

ま
た
滞
在
中
は
空
き
家
や
住
民
の
方
の
家
に
泊
め
て
も
ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
ん
だ
。

と
て
も
人
情
味
溢
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

現
在
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
で
は
15
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

学
生
が
自
ら
の
興
味
、
関
心
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
択
し
、

日
々
、
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

９
月
は
夏
休
み
。
慌
た
だ
し
い
日
々
の
中
で
、
な
か
な
か
目
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た

先
輩
方
が
辿
っ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡
を

の
ん
び
り
み
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
舵
を
切
っ
た
、
鞆
。

人
情
味
溢
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
行
わ
れ
た
、
鞆
。

現
在
の
学
生
か
ら
み
た
、
鞆
。

様
々
な
鞆
と
い
う
ま
ち
の
姿
に

３
つ
の
角
度
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
み
る
。

１章：鞆プロジェクト、波乱万丈。…P.4　　　２章：松居さん、語る。…P.6　　　３章：編集部、鞆を歩く。…P.10

９
月
３
日
、
12
時
前
後
。
坂

は
鞆
の
特
徴
で
あ
る
と
と
も

に
、
ど
こ
で
も
利
用
可
能
な

展
望
台
だ
。
こ
れ
ら
の
坂
の

起
伏
は
海
に
沈
み
こ
ん
で

い
っ
て
「
潮
待
ち
の
港
」
の

特
徴
を
生
み
出
し
、
文
字
通

り
鞆
の
発
展
と
地
続
き
に

な
っ
て
き
た
。
長
い
歴
史
の

な
か
の
ほ
ん
の
一
瞬
、
こ
こ

に
留
ま
る
。

2
3



「まちづくりってなんだろう？」
- 空き家から考える -

鞆 プ ロ ジ ェ ク ト 、
波 乱 万 丈 。

１7.5 冊 の 発 行 物 を ア ン カ ー に、 プ ロ ジ ェ ク ト と 鞆 の 軌 跡 を 追 っ て み る。
「鞆雑誌」をご存知だろうか。鞆の内外に関わらず、まちづくりに携わる多くの人に届くように実費
で頒布していたこの報告書を開くと、調査の解像度の高さとともに、自分たちの考えを誰かに届けよ
うとする編集者たちの熱意に圧倒される。鞆と研究室を繋ぐ３つの視点のうち、「当時の都市デザイ
ン研究室の視点」を知るのに、これらの発行物ほど適したものはないだろう。
先人が残した知とことばの集積から、当時の大きなうねりをおさらいしよう。

松
居
秀
子
さ
ん
（
後
述
）
が
研
究
室
会

議
に
や
っ
て
く
る
。
窪
田
助
教
（
当
時
）

を
は
じ
め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
鞆
を
来

訪
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
。

まちを知る
まちを歩く

まちのこれからを考える

フォトエッセイ
　雨に心躍る港町、とものうら☆

 　  ー脊山麻理子さん
　鞆七景 ー研究室有志

対談：伝えたい鞆、残したい鞆
 ー脊山麻理子 × 北村修一

鞆の空地の現状とは
鞆における祭事と空地の関係

空地の活用提案

～調査編～
生業・祭事
～実践編～

ヨルトモ・茶屋蔵

どれどれ、港町
それぞれ、港町
つながれ、港町
がんばれ、港町

円を描くように囲い込む港
海が創り出す風景
港に面した町並み

様々な生活が感じられる空間
ー鞆港の風景を読み解く鍵

ひそむ空き家　―現況
うまれかわる空き家　ー動向

ゆめみる空き家　－まちづくりへ

私
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
雨
で
し
た
。

で
も
逆
に
素
敵
だ
と
思
え
ま
し
た
。

ま
ち
が
潤
っ
て
、

憂
い
が
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
う
じ
う
じ
と

「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

を
考
え
続
け
て
い
る
自
分
に
は

呆
れ
る
ば
か
り
で
す
が
、

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
れ
が
好
き
な
の
で
す
か
ら
。

ま
ち
に
は
様
々
な
人
が
い
ま
す
。

だ
か
ら
鞆
雑
誌
で
す
。

様
々
な
志
が
集
っ
て
、
ま
ち
で
す
。

さまざま　鞆のさまざまなプラン
われわれ　私たちのプラン

城山まわり・江之浦あたり・平
これから

昨年の成果があり、
それらを土台にして、
まとめきれなかった想いを集めて、
今号のプランづくりとなりました。

生活か景観かという
二者択一の問題を超えて。

瀬戸内の他の港町に
出かけることにしました。

鞆のまちをもう一度しっかりと
「外」から眺めるために。

2000

交
通
量
調
査

論
文
「
鞆
の
浦
に
お
け
る
観
光
の
あ
り

方
に
関
す
る
一
考
察
」

T-H
O

U
S

E

論
文
「
歴
史
的
港
町
鞆
の
浦
に
お
け
る

実
践
的
取
り
組
み
」

2001

交
通
実
態
調
査

IFH
P

国
際
学
生
コ
ン
ペ

「R
evitalizing U

rban C
oreless 

Spaces

」
佳
作

第
３
回
鞆
の
浦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
鞆
の
浦
の
遺
産
と
重
伝
建
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
」

T-H
O

U
S

E 2
0

0
1

2002

第
４
回
鞆
の
浦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
港
町

鞆
の
浦
の
再
生
に
向
け
て
」

造
景36

号
に
計
画
案
「
鞆
再
生
へ
の

提
案
」

第25

回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
鞆
大
会

2003

「
四
つ
角
の
家
」
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
本
建
築
学
会
設
計
競
技
参
加
「
凸
凹

み
ち
」

IFH
P

国
際
学
生
コ
ン
ペ

「T
ow

ards a H
ostin

g P
ortal 

Tow
n

」
参
加

2004

日
本
建
築
学
会
設
計
競
技
参
加

「
建
築
の
転
生
」

空
き
家
再
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

2005

論
文
「
鞆
の
浦
埋
め
立
て
架
橋
事
業
に

関
す
る
中
国
新
聞
記
事
分
析
」

空
き
家
実
態
調
査

日
本
大
学
と
「
鞆
ま
ち
づ
く
り
博
覧
会
」

2006

論
文
「
歴
史
的
市
街
地
に
お
け
る
低
未

利
用
家
屋
の
継
続
要
因
と
再
生
方
策
　

―
広
島
県
福
山
市
鞆
町
を
事
例
と
し
て
」

瀬
戸
田
、
手
結
訪
問
・
調
査

こ
の
冊
子
を
ま
と
め
る
事
は
、
あ
る
意
味

「
初
心
」
に
帰
り
、
改
め
て
鞆
の
価
値
を

捉
え
な
お
す
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

「まちづくりってなんだろう？」
2000

「まちづくりってなんだろう？」
20012006

「まちづくりってなんだろう？」
- 瀬戸内の港町観光まちづくり -

2008
生業と祭事から
鞆らしさを探る

2011
鞆港の風景を読み解く 4 つの鍵

2013
歩いて憩う鞆

フォトエッセイ＋対談

2008 別冊
鞆の浦と空地

- 空地とともに暮らす -

2012

窪
田
亜
矢
▼
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
教
授
▼

2000-02,2007-13

▼2000

年
３
月
か
ら
２
年

間
は
助
手
と
し
て
学
生
さ
ん
た
ち
と
密
に
、
い
っ
た

ん
離
れ
て
、2007

年
か
ら
は
准
教
授
と
し
て
再
び

関
わ
り
、
そ
の
後
、
断
続
的
に
今
に
至
る
▼

　

あ
る
べ
き
も
の
が
必
然
的
に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
の

美
し
さ
を
理
解
し
よ
う
と
調
査
し
、
そ
の
美
し
さ
を

継
承
す
る
術
を
検
討
し
た
。
北
沢
先
生
部
屋
に
提
案

書
案
の
全
ペ
ー
ジ
を
貼
り
付
け
て
、
あ
ー
で
も
な
い

こ
ー
で
も
な
い
、
と
み
ん
な
で
議
論
し
て
「
鞆
雑
誌

2000

」
に
な
っ
た
。\

鞆
は
、
中
心
部
だ
け
で
存
在

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
隣
の
平
集
落
や
風
致
地

区
の
斜
面
地
の
緑
や
対
岸
の
島
々
な
ど
、
周
辺
と
の

関
わ
り
合
い
が
重
要
だ
。
関
係
者
は
み
ん
な
鞆
に
良

か
れ
と
思
っ
て
必
死
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
も
理
解

で
き
た
。\

世
界
遺
産
訴
訟
で
大
井
幹
雄
さ
ん
が
様
々

な
思
い
の
中
で
先
頭
に
立
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。\

そ
う
い
う
根
源
的
な
数
々
を
、
み
ん
な

で
学
ん
だ
。

中
島
直
人
▼
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
准
教
授

▼2000-2009

▼
・
鞆
雑
誌2000

、2001

、

2006

、2008

に
ま
と
め
た
調
査
活
動
・IFH

P

国
際
コ
ン
ペ
へ
の
応
募
（
入
選
）・T-H

ouse

を
は

じ
め
と
す
る
成
果
発
表
展
示
・
鞆
ま
ち
づ
く
り
工
房

主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
支
援
（
ま
ち
あ
る
き
、
四

つ
角
空
き
家
再
生
な
ど
）・
町
並
み
ゼ
ミ
開
催
支
援
・

ヨ
ル
ト
モ
開
催
・G

C
O

E

（
都
市
工
・
建
築
・
社
会

基
盤
）
チ
ー
ム
の
編
成
と
茶
屋
蔵
調
査
な
ど
▼

　

鞆pj

で
の
経
験
、
と
り
わ
け
松
居
さ
ん
た
ち
と
の

出
会
い
は
、
私
の
ま
ち
づ
く
り
観
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鞆
を
通
じ
て
、

陣
内
先
生
や
伊
東
先
生
な
ど
尊
敬
す
る
先
生
方
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
印
象
に
残
る
で
き
ご
と

は
沢
山
あ
り
す
ぎ
る
の
で
す
が
、
最
初
の
年
、
埋
立

架
橋
事
業
推
進
派
の
方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
行
っ
た
際

に
頂
い
た
「
わ
し
ら
の
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
ん
だ
。

お
前
た
ち
は
、
ぱ
っ
と
来
て
ぱ
っ
と
い
な
く
な
る
ん

だ
ろ
う
。
た
い
し
た
覚
悟
も
な
い
く
せ
に
ま
ち
に
口

出
し
す
る
の
は
や
め
ろ
」
と
い
う
強
い
忠
告
が
、後
々

ま
で
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
室
有
志
、

日
大
生
や
鞆
の
浦
海
の
子
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
の
わ

い
わ
い
が
や
が
や
の
合
宿
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
と
て
も
大
切
な
青
春
の
記
憶
で
す
。

今
川
俊
一
▼
静
岡
市
企
画
課
▼2000

▼
ピ
エ
ー

ル
瀧
的
活
動
（
楽
器
は
弾
か
な
い
け
ど
、
皆
に
乗
っ

か
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
言
う
ほ
う
）
▼

　

自
治
体
か
ら
研
究
室
で
受
託
し
た
「
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
」
で
は
な
く
、
夜
行
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
、

地
区
の
人
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
埋
め
立

て
架
橋
へ
の
賛
成
反
対
の
二
極
が
明
確
に
あ
る
地
区

で
、
自
分
た
ち
で
０
か
ら
考
え
る
、
そ
の
ト
ー
タ
ル

の
経
験
が
、
現
在
の
仕
事
の
意
識
的
な
原
点
に
な
り

ま
し
た
。
研
究
成
果
（
鞆
雑
誌
）
を
販
売
し
て
、
事

そ の 熱 は 今 も 心 の な か に
初 期 の デ ザ 研 関 係 者 に 聞 く

業
費
に
す
る
と
か
、
状
況
的
に
、
そ
う
い
う
こ
と
も

自
然
と
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。\

研
究
室

の
学
生
主
体
の
チ
ー
ム
で
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
描
く
人
、
調
査
分
析
が
緻
密
な
人
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
す
る
人
、
地
元

交
渉
に
た
け
た
人
、
遊
び
心
を
乗
せ
る
人
、
自
然
と

役
割
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。\

与
え
ら
れ
た
義
務
に
な
る
こ

と
は
研
究
室
に
も
町
に
も
よ
く
は
な
い
と
思
い
、
鞆

pj

と
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
継
続
は
望
ん
で
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
（
そ
れ
ぞ
れ
の
年
で
意
識
が
あ
っ
て

た
ま
た
ま
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
）。\

た

だ
、
鞆
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
、
場
の
魅
力
も
豊

か
だ
し
、
町
の
成
り
立
ち
や
空
間
、
経
済
や
交
通
、

近
代
化
の
変
化
な
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
い
ろ
ん
な
こ

と
を
体
感
で
き
る
町
の
一
つ
な
ん
だ
な
と
は
思
い
ま

す
。田中

大
朗
▼TIT

＆ASSO
CIATES*

▼2000-
2001

▼
鞆
と
い
う
ま
ち
を
よ
く
知
り
、
内
外
の
人

に
伝
え
る
こ
と
。
鞆
雑
誌
の
編
集
・
制
作
。
▼

　

修
士
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
に
入
っ
た
春
に
鞆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
、
何
の
た
め
に
何
を
し
て
い
く
の
か
、
と
い

う
こ
と
か
ら
自
分
た
ち
で
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
。
夜
行
バ
ス
で
現
地
に
赴
き
、
と
に
か
く
ま
ち

を
歩
き
、話
を
聞
い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。何
度
も
訪
れ
、

泊
ま
り
こ
ん
で
、
ま
ち
の
魅
力
や
課
題
、
ま
ち
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
議
論

し
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
調
査
し

た
り
、
夜
遅
く
ま
で
真
剣
に
議
論
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
今
し
て
い
る
仕
事
も
、
当
時
鞆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
て
い
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。
何
の
た
め
に

何
を
し
て
い
く
の
か
自
分
で
考
え
、
と
に
か
く
現
場

に
入
っ
て
現
地
の
人
と
話
し
な
が
ら
考
え
る
。
鞆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
私
の
原
点
で
す
。

池
田
晃
一
▼TIT

＆ASSO
CIATES*

▼2000-
2001

▼
ー
▼

　

修
士
課
程
に
入
っ
て
す
ぐ
、
ま
ず
は
み
ん
な
で

行
っ
て
み
よ
う
！
と
４
月
末
に
夜
行
バ
ス
で
訪
れ
た

の
が
最
初
。
以
来
、
２
年
間
で
か
な
り
の
回
数
通
い

ま
し
た
。
と
て
も
た
く
さ
ん
の
方
と
お
話
を
し
、
ま

た
、
地
元
の
会
合
に
も
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
地
元
に
暮
ら
す

方
々
が
本
気
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

に
触
れ
、
鞆
の
浦
の
未
来
に
対
し
て
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
、
一
生
懸
命
に
考
え
、
地
域
に
関
わ

る
こ
と
の
覚
悟
と
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
鞆
の
浦

を
訪
れ
た
時
は
、
毎
回
、
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
方
々
な
ど
も
一
緒
に
、
お
酒
を
飲

ん
だ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
し
て
合
宿
の
よ

う
で
し
た
。
町
並
み
を
歩
い
た
り
、
防
波
堤
に
座
っ

て
海
を
眺
め
た
り
、
夜
の
常
夜
灯
広
場
に
集
ま
っ
た

り
、鞆
の
浦
に
滞
在
す
る
こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。

最近は、研究室プロジェクトではなく、個人
でやれる範囲で鞆に関わろうと考えている。
過去は対行政という立場だったけれど、最初
から 17 年もたって、世代交代も進み、行政の
考え方も変わってきている気がする。いまは、
鞆の価値を維持した上でいかに公共事業を載
せられるかを考えていきたい。

景観論争がいったん終了し、さらにその背
景に踏み込むため、生業と祭りについての
緻密な調査を行った。生業は天売りと伝馬
船。祭りは 7 つの町があり、それぞれにど
のような祭りがされているかを調べた。沼
名前（ぬなくま）神社に着目した。

 「県道とその周りの道路で交通を
捌けるのでは？なんらかのソフト
的対策―「内科的処置」ができる
のではないか？」と、交通量調査
を行う。譲りあいの交通やパーク
アンドライドなどを提案した。

研究の意義とともに、助手 1 年目だっ
た自分には教育の場としても意味が
あったと思う。決まった仕事をするの
ではなく、外から来た我々が、何をす
るか、どう進めるか、なぜ取り組むの
か、という点を突き詰める場だった。

町の中の住民には埋め立て架橋反対
派 も 賛 成 派 ( 開 発 派 ) も い ら し た。
けれど、反対の態度を明確にしてい
なかった方が、調査グループの泊まっ
ていた江の浦に毎日豆腐を持ってき
てくれたりなど、議論をしながらも
つながりは生まれていた。

景観は、これまでも鞆調査の焦点だったが、改めて、体系化していく
ことが求められた。プロジェクトとして論争、裁判に関わる中で、ど
う戦い、何を提案するかなど、自分たちの役割が明確化していくのを
感じた。熱があった。

2007

粟
島
、
下
津
井
、
尾
道
訪
問
・
調
査

全
国
北
前
船
寄
港
地
自
治
体
ア
ン
ケ
調

査研
究
論
文
「
北
前
船
を
テ
ー
マ
と
し
た

広
域
観
光
に
関
す
る
基
礎
的
検
討
　
―

北
前
船
関
連
観
光
資
源
の
全
国
調
査
を

中
心
と
し
て
―
」

2008

酒
田
、
美
保
関
、
伏
木
訪
問
・
調
査

第9

回
瀬
戸
内
世
界
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
発

表港
町
交
叉
展

「
ヨ
ル
ト
モ2

0
0
8

」

2009

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ヨ
ル
ト
モ2

0
0
9

」

2010

空
き
家
・
交
通
実
態
調
査

祭
事
・
生
業
調
査

茶
屋
蔵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
土
間
た
た
き
」「
と
も
ポ
ン
」

「
ヨ
ル
ト
モ2

0
1
0

」

2011

祭
事
・
生
業
調
査

「
ヨ
ル
ト
モ
会
」

2012

2013

報
告
書
を
も
っ
て
、

鞆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
閉
幕
。

プ ロ ジ ェ ク ト を 思 い 返 せ ば 。

―凡例―
調査

論文等
ワークショップ

その他

長らく鞆プロジェクトを見てきた窪田先
生に、年表に合わせてお話を聞いた。

【凡例】名前▼所属▼関わった期間▼自分がやったこと▼鞆の思い出

鞆雑誌➎ 鞆雑誌➍ 鞆雑誌➌ 鞆雑誌➋ 鞆雑誌➊

鞆
住所：広島県福山市鞆町鞆
面積：5.4㎢
人口：4,957 人 (2009)
江戸時代、海運で栄えた港町であり、当時の町並みや景観が息づく。
交通の便をよくするため港に埋め立て架橋を設置する計画が、その景観や生活に
影響を与えるとして、行政側と住民のあいだで景観論争が起こった。

基本データ

空地はまちの中の
インフラストラクチャーとして

大きな役割を果たしている

*2016 年 6 月 242 号（http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/news/_docs/labmaga242.pdf）参照
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初
期
は
、
鞆
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

― 

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
と
関
わ
り
始
め
た
当

初
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
居
：
私
が
活
動
を
始
め
た
の
が
１
９
９
０
年
く
ら

い
な
の
で
、
１
０
年
経
っ
た
頃
で
し
た
。
私
の
初
期

の
活
動
は
、
私
た
ち
素
人
が
い
ろ
ん
な
人
に
声
か
け

て
、
鞆
が
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
ま
ち
か
を
再
発
見
し

よ
う
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
住
民
、
支
援
の
人
た
ち
、

特
に
若
い
人
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
た
ん

で
す
。
そ
の
中
で
１
９
９
７
年
に
＊
１
全
国
町
並
み

保
存
の
大
会
が
、
村
上
市
で
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に
初
め
て
鞆
の
窮
状
を
訴
え
ま
し
た
。
埋
立
架
橋

が
色
ん
な
歴
史
遺
産
、
環
境
を
壊
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
を
訴
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

町
並
み
保
存
の
専
門
家
が
集
ま
っ
て
い
て
、
西
村
先

生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
専
門
家
の
先
生
方
は

私
以
上
に
鞆
の
窮
状
を
ご
存
知
で
、「
鞆
の
住
民
が

動
か
な
い
と
僕
ら
は
手
を
出
せ
な
か
っ
た
」、「
や
っ

と
鞆
か
ら
保
存
を
訴
え
る
住
民
が
や
っ
て
き
た
」と
。

そ
こ
か
ら
ま
ち
の
保
存
連
盟
の
支
援
が
始
ま
り
ま
し

た
。２

０
０
０
年
、
そ
れ
が
最
初
の

研
究
室
訪
問
で
し
た

松
居
：
そ
し
て
２
０
０
０
年
に
、
西
村
研
究
室
で
、

台
湾
の
町
並
み
保
存
の
財
団
法
人
楽
山
文
教
基
金
会

の
代
表
・
丘
如
華
さ
ん
が
研
究
発
表
を
す
る
と
お
聞

き
し
て
、
私
自
身
、
丘
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
駆
け
付
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
初

の
東
大
の
研
究
室
訪
問
で
し
た
。
そ
れ
で
窪
田
先
生

た
ち
が
、
せ
っ
か
く
松
居
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
な
ら

鞆
の
現
況
報
告
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
鞆
は
す
で
に
埋
め
立
て
架
橋

が
紙
一
枚
の
と
こ
ろ
で
ど
う
に
か
食
い
止
ま
っ
て
い

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
＊

２
日
大
の
伊
藤
先
生
が
港
湾
調
査
、
西
村
研
究
室
が

ま
ち
の
調
査
と
し
て
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
西
村
研

究
室
の
位
置
付
け
は
大
学
と
し
て
非
常
に
客
観
性
の

あ
る
立
場
で
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
結
局
私
た
ち
が
受
け
入
れ
て
、
住
ま
い
の

提
供
な
ど
を
す
る
の
で
、
埋
立
架
橋
の
推
進
派
か
ら

見
た
ら
、
東
大
は
反
対
派
で
入
っ
て
き
た
ん
だ
と
見

え
て
し
ま
う
。
や
る
こ
と
は
客
観
性
を
も
っ
て
や
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
事
情
を
知
ら
な
い
住
民
は
調
査

の
中
身
や
東
大
を
反
対
派
と
し
て
見
て
い
た
方
も
い

た
と
思
い
ま
す
。

学
生
と
一
緒
に
コ
ツ
コ
ツ
と

松
居
：
過
去
に
ま
ち
の
調
査
で
学
生
が
入
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
こ
の
よ
う
に
自
主
的
に
入
っ

て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ち
に
と
っ
て
は

画
期
的
で
し
た
。
若
い
人
が
調
査
し
て
い
る
よ
、
何

が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
好
奇
の
目
が
い
っ
ぱ
い

注
が
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
最
初
は
、「
鞆
を
愛
す
る

会
」
と
い
う
男
性
の
有
志
グ
ル
ー
プ
も
協
力
し
な
が

ら
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
長

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
動
き
も
ど

ん
ど
ん
止
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
結
局
残
っ
た
の
は

私
た
ち
。
み
ん
な
か
ら
し
た
ら
、女
、子
ど
も
が
や
っ

て
い
た
グ
ル
ー
プ
が
大
学
生
と
組
ん
で
コ
ツ
コ
ツ
や

り
お
る
な
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　

そ
し
て
調
査
結
果
を
学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
専

門
家
は
素
晴
ら
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
を
鞆
で
も
年
に
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
鞆
の
人
は
多
く
て
も
約
１
０
０
人

の
参
加
で
し
た
が
５
年
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
が
呼
び
水
と
な
り
、
＊
３
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
が
動
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
発

表
の
積
み
重
ね
が
、
客
観
性
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
に
、
鞆
は
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
鞆
雑
誌
は
客
観
的
な
調
査
報
告
書
と
し
て
埋

立
架
橋
の
裁
判
に
全
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
き
家

調
査
は
こ
ち
ら
か
ら
依
頼
し
た
り
、
港
町
の
比
較
も

お
互
い
が
協
力
し
て
何
を
調
査
す
べ
き
か
と
か
い
う

感
じ
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
年
数
が
長
い
間
に
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
態
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
の
こ
と
を
東
大
と
日
大
は
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

裁
判
の
２
０
０
９
年
が
、
あ
る
意
味
節
目
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
裁
判
で
勝
っ
て
、
事
業
が
そ
こ
で

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
の
活
動
は
や
は

り
変
わ
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
あ
と
は
、
私
た
ち
が
や

２　松居さん、語る。

松居秀子さんに インタビュー
今回は鞆で 25 年以上にわたり、埋立架橋問題や、空き家再生

などに携わっている松居秀子さんにお話を伺うことができた。

松居さんと都市デザイン研究室の関わりや、鞆のこれから、

まちの魅力などを語ってもらいました。

る
蔵
再
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

と
か
自
分
た
ち
で
産
業
を
見
る
と
か
、
ソ
フ
ト
面
に

入
っ
て
き
た
。
調
査
の
方
向
性
も
変
わ
る
し
、
祭
り

に
参
加
し
よ
う
と
か
、
そ
う
い
う
内
容
に
シ
フ
ト
し

て
、
険
し
い
反
対
の
渦
を
感
じ
る
こ
と
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
後
半
の
学
生
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
は
間
接
的
に

住
民
の
心
を
動
か
す

　

― 

学
生
が
来
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
っ
て
何

か
あ
り
ま
す
か
？

松
居
：
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
何
度
も
言
っ

て
い
ま
す
が
学
術
的
に
客
観
的
調
査
に
よ
っ
て
鞆
の

歴
史
的
価
値
が
立
証
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
間

接
的
に
は
若
い
人
が
入
る
と
、
鞆
の
若
い
女
の
子
が

動
く
。
そ
の
中
で
親
が
動
く
。
回
り
の
目
も
若
い
人

が
や
る
こ
と
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
、
そ
れ
と
東
大

と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
。
こ
れ
を
言
わ
れ
る
の
は

嫌
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、我
々
が
何
か
や
る
よ
り
も
、

や
は
り
東
大
の
学
生
が
や
っ
て
来
て
調
査
す
る
こ
と

は
、
ど
こ
か
で
見
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
直

接
的
に
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
間
接
的
に
は

人
の
心
を
動
か
し
て
い
く
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

大
方
の
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
住
民
に

と
っ
て
は「
や
っ
ぱ
り
鞆
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ろ
う
な
」

と
い
う
よ
う
な
徐
々
に
そ
ん
な
気
持
ち
に
舵
が
切
ら

れ
て
い
く
。
そ
う
い
う
よ
う
な
見
え
な
い
と
こ
ろ
の

大
き
な
流
れ
と
い
う
の
は
起
き
て
た
と
思
い
ま
す
。

　

― 

学
生
っ
て
地
元
の
方
か
ら
見
る
と
ど
う
い
う

存
在
な
の
か
な
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す
。

松
居
：
立
場
に
よ
っ
て
は
違
う
と
思
い
ま
す
け
ど
、

当
時
は
２
割
が
推
進
派
で
、
２
割
が
反
対
派
で
、
後

の
６
割
は
流
動
的
で
し
た
。
言
っ
て
る
こ
と
は
わ
か

る
け
ど
黙
っ
て
お
く
と
か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
ど
う

な
ん
だ
ろ
う
、
と
か
ね
。
そ
う
言
っ
た
中
で
学
生
が

入
っ
て
来
て
や
る
っ
て
い
う
の
は
、
や
は
り
流
動
者

に
と
っ
て
の
影
響
は
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
年
に
１
回
、
調
査
し
た
こ
と
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

報
告
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
次
に
や
っ
た
の

が
、「
鞆
学
校
」っ
て
い
っ
て
月
に
一
回
、も
う
ち
ょ
っ

と
学
術
的
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
目
線
を
落
と
し
て

鞆
の
ま
ち
を
見
つ
め
る
学
校
を
１
年
通
し
て
や
り
ま

し
た
。
こ
の
第
１
回
も
東
大
と
組
ん
で
、
ま
ず
ま
ち

を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ま
ち
歩
き
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
日
大
と
は
「
石
垣
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う

の
を
や
っ
た
ん
で
す
。
鞆
の
ま
ち
で
石
垣
が
あ
る
と

こ
ろ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
巨
大
な
地
図
に
落
と
し
て

い
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
そ
こ
が
大
体
、
歴
史

的
な
地
区
と
重
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

東
大
は
「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
大
き
な
地
図
と

付
箋
を
使
っ
て
、
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
ま
し

た
。あ
と
は
四
つ
角
再
生
を
１
年
間
や
り
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
風
に
難
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
東
大

も
調
査
の
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
目
に
見
え
る
影
響
と
い
う
の
は
な
い
け
ど
、
活

動
を
通
し
て
ま
ち
全
体
の
、
学
生
や
私
た
ち
に
対
す

る
評
価
は
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
少
し

で
も
、
ど
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
草
の
根
運
動
っ
て
結
構
大
変
で
し
た
ね
。　

　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
そ
れ
を
含
め
て
、
い
ろ

ん
な
人
を
含
め
て
や
る
ん
だ
と
い
う
話
で
す
。
私
た

ち
は
自
分
た
ち
が
そ
の
中
で
き
ち
っ
と
や
れ
る
こ
と

を
一
所
懸
命
や
っ
て
、
ど
こ
か
で
気
づ
い
て
く
れ
れ

ば
い
い
ん
だ
、
っ
て
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
片
方
で
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
進
め
る
も
の
は
進

め
ま
し
ょ
う
と
。
た
だ
、
無
理
を
し
な
い
。
こ
う
い

う
こ
と
は
お
金
が
か
か
る
こ
と
な
の
で
。

ヨ
ル
ト
モ
の
反
響

　

― 

ヨ
ル
ト
モ
は
ど
ん
な
反
響
で
し
た
か
？

松
居
：
ヨ
ル
ト
モ
の
一
つ
の
目
的
は
、
町
の
東
側
に

観
光
客
が
集
中
し
て
い
た
の
で
、
も
っ
と
西
側
も
見

て
も
ら
い
た
い
と
言
う
願
い
も
込
め
て
、
そ
ち
ら
に

焦
点
を
当
て
て
や
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

し
か
し
、
人
が
来
な
い
場
所
と
い
う
こ
と
で
鞆
の

人
も
な
か
な
か
協
力
体
制
が
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う

か
。
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
ほ
ど
や

り
ま
し
た
。

　

で
も
今
で
も
住
民
の
方
は
、
夜
に
集
ま
る
所
が
な

い
、
あ
っ
た
ら
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
る
方
も
多
い
で
す

よ
。

＊ 1 全国町並みゼミ：第 20 回記念・全国町並みゼミ村上大会のこと。全国町並み保存連盟が主催し、毎年開催地を変更しながら、町歩きやシンポジウムを通し、町並み保存の理解を深める。
(http://machi-nami.org)
＊ 2 日本大学 伊東孝研究室：地元と共同で、鞆に残る近世の港湾施設を調査し、雁木、波止、常夜燈、焚場跡、船番所が５点セットで残るのは日本唯一であることなどを明らかにしている。参
考文献に (Mook 鞆 ) など。
＊ 3 ICOMOS( イコモス )：国際記念物遺跡会 International Council on Monuments and Sites。文化遺産保護に関わる国際的な NGO。ユネスコの諮問機関で、世界遺産登録の審査も行う。
(http://www.japan-icomos.org/index.html)
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photo1. インタビューを受ける松居秀子さん

photo3. 地図を広げたワークショップの風景　写真：鶴岡さん (日本大学 ) photo2. 日大ワークショップ「石垣スケッチ」　写真：鶴岡さん (日本大学 )



　

ま
た
ヨ
ル
ト
モ
に
参
加
し
て
い
た
学
生
の
阿
部
く

ん
の
子
供
の
名
前
が
テ
ル
ト
モ
な
ん
だ
よ
ね
。
今
は

函
館
で
勤
め
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
彼
は
蔵
の
設
計
と

か
を
し
て
い
て
、
茶
屋
蔵
で
結
婚
式
を
し
た
ん
で
す

よ
。
奥
さ
ん
と
は
こ
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

会
っ
た
か
ら
っ
て
言
う
て
、
思
い
出
の
地
で
結
婚
式

を
す
る
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
て
、

空
き
家
再
生
事
業
に

松
居
：　

西
村
研
究
室
が
鞆
で
調
査
を
開
始
し
て
数

年
の
間
に
、「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」(
２
０
０
８)

や

「
龍
馬
伝
」(

２
０
１
０)

が
出
て
、
裁
判
の
判
決
が

全
国
版
に
出
て
、
鞆
の
浦
の
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
町
の
価
値
が
上
が
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私
た
ち
は
２
０
０
３
年
に

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鞆
ま
ち
づ
く
り
工
房
」
を
立
ち
上
げ
て
、

空
き
家
再
生
事
業
に
入
っ
た
ん
で
す
。
実
践
す
る
な

か
で
大
き
く
は
歴
史
遺
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
し
た
が
、
そ
の
な
か
の
メ
イ
ン
が
空
き
家
再
生
事

業
で
し
た
。
東
大
が
空
き
家
調
査
し
て
く
れ
ま
し
た

か
ら
、
そ
の
資
料
を
使
っ
た
り
し
な
が
ら
や
っ
た
わ

け
で
す
。

　

西
村
研
究
室
は
東
日
本
大
震
災
な
ど
が
あ
っ
た

り
、
日
本
中
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
要
請
を
受
け

た
り
し
て
、
研
究
室
自
体
に
若
干
余
裕
が
な
く
な
っ

て
い
た
ん
で
す
か
ね
。
他
に
も
、
窪
田
先
生
が
他
に

移
ら
れ
た
り
、
中
島
先
生
も
慶
応
に
移
っ
た
り
と
、

研
究
室
の
中
の
事
情
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
こ
れ
だ
け
調
査
を
し
尽
く
し
て
き
て
、
次

は
何
を
し
た
ら
い
い
の
、
と
な
っ
て
き
て
、
学
生
さ

ん
は
他
の
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て

い
た
の
で
鞆
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
人
数
も

減
っ
て
き
て
い
て
。
私
た
ち
の
受
け
入
れ
る
体
制
は

あ
っ
た
も
の
の
、
開
始
か
ら
１
０
年
ぐ
ら
い
で
終
了

と
い
う
形
に
な
っ
た
か
な
。
は
っ
き
り
と
し
た
区
切

り
は
な
か
っ
た
け
ど
、
中
島
先
生
が
い
な
く
な
っ
た

の
が
節
目
か
な
。
窪
田
先
生
も
時
々
来
た
と
き
に
ご

め
ん
な
さ
い
ね
、
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
そ

れ
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
し
、
鞆
も
一
つ
の
節
目
で
し

た
。

　

ま
た
鞆
の
ま
ち
で
は
、
去
年
ま
で
ず
っ
と
、
埋
め

立
て
架
橋
の
進
行
協
議
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
空
き
家
再
生
の
先
進
地
と
し
て

松
居
：
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
今
ま
で
通
り
や
れ
る

こ
と
を
き
ち
っ
と
や
っ
て
、
積
み
重
ね
て
い
く
。
そ

れ
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
形
は
出
て
く
る
と
信
じ
て

行
政
レ
ベ
ル
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
民

間
で
こ
こ
ま
で
空
き
家
再
生
を
４
０
件
以
上
し
て
き

ま
し
た
。
空
き
家
再
生
事
業
の
先
進
地
と
し
て
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
今
後
も
実
績
を
積
み
上
げ
る
し
か
な
い
の

で
こ
れ
か
ら
が
大
事
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

空
き
家
再
生
す
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
欠
で
進
め

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
私
た
ち

も
方
向
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
は
規
模
で
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
が
小
さ

然
違
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
大
き
な

問
題
で
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
だ
っ
て
、
難
し
い
と
言
い
な
が
ら
埋
め
立

て
架
橋
も
中
止
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
も
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
方
が
難
し
い
で
す
。
埋
め
立

て
架
橋
と
い
う
の
は
、「
反
対
！
」
と
い
う
は
っ
き

り
と
し
た
目
的
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。
ま
ち
づ
く

り
は
多
種
多
様
で
す
か
ら
ね
。
や
は
り
今
回
の
方
が

難
し
い
。、
生
き
方
、
住
ま
い
方
の
問
題
が
出
て
く

る
。
だ
か
ら
そ
こ
に
き
ち
っ
と
哲
学
が
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
こ
ま
で
い
け
ば
私
は
非
常
に
い
い
も
の
が

で
き
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。

　

表
面
的
じ
ゃ
な
く
っ
て
、「
な
ん
か
、
い
い
ま
ち

ね
」
っ
て
感
じ
る
ま
ち
。
だ
か
ら
民
度
を
あ
げ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
。
や
は
り
い
い
ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ

に
住
ん
で
る
人
の
民
度
だ
と
思
う
。
そ
し
て
若
い
人

が
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
う
。

そ
こ
に
手
助
け
し
て
、
若
い
人
が
会
社
で
も
半
分
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
半
分
バ
イ
ト
と
か
で
も
い
い
ん
で
す

け
ど
、
関
わ
り
な
が
ら
、
ま
た
ご
自
身
た
ち
が
起
業

し
て
い
く
と
い
う
話
に
も
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。

　

学
生
の
力
で
鞆
雑
誌
の
よ
う
に
こ
れ
だ
け
の
基
盤

の
調
査
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。
今
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の

方
が
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
何

か
実
施
し
な
い
と
調
査
し
て
い
な
い
の
と
一
緒
だ
ろ

う
と
、
冗
談
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
う
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。
鞆
は
調
査
か
ら
実
施
の
時
期
に
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
実
施
の
部
分
は
私
た
ち

が
で
き
る
、
手
作
り
感
の
中
で
や
っ
て
き
た
ん
だ
け

ど
、
手
作
り
感
だ
け
じ
ゃ
間
に
合
わ
な
い
、
も
う

ち
ょ
っ
と
大
き
な
も
の
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
。
そ

う
い
う
時
期
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
、
私
自
身
は
も
う
年
齢
も
年
齢
だ
か
ら
、
今
ま

で
通
り
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
別
の
動
き
と
し
て
、
街
並
み
保
存
が
進
ん
で

ま
す
か
ら
。
重
伝
建
の
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
そ
の
新
し
い
会
も
昨
年
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

鞆
は
、
ぼ
け
ぇ
っ
と

し
て
い
ら
れ
る
場
所

松
居
：
ま
ち
の
魅
力
的
な
と
こ
ろ
は
、
ぼ
け
ぇ
っ
と

し
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
な
ん
て

い
う
ん
だ
ろ
う
、
昭
和
と
い
う
か
古
い
も
の
が
ど
こ

か
残
っ
た
ま
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

　

町
内
の
運
動
会
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、未
だ
に「
タ

バ
コ
火
つ
け
競
争
」
と
か
や
っ
て
ま
す
よ
。
飲
兵
衛

ば
っ
か
り
で
す
よ
。
そ
ん
な
感
じ
で
、
こ
こ
の
町
内

は
大
人
し
い
と
か
、
こ
こ
の
町
内
は
大
変
だ
と
か
、

町
内
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
全
然
違
う
ん
で
す
。
ビ
ー

ル
を
朝
か
ら
飲
ん
で
、
も
う
祭
り
で
す
よ
ね
。
鞆
の

面
白
い
と
こ
ろ
は
沼
名
前(

ぬ
な
く
ま)

神
社
の
氏

子
制
度
が
あ
っ
て
、
祭
り
も
そ
の
中
の
組
織
で
運
営

さ
れ
て
い
る
た
め
警
察
が
出
な
い
ん
で
す
。
私
は
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
あ
る
人
が
秋
祭
り

の
時
に
「
警
察
が
出
な
い
ん
だ
！
」
と
驚
か
れ
て
ま

し
た
。
そ
れ
は
町
の
若
者
頭
が
町
内
に
き
た
車
や
人

の
道
案
内
を
す
る
。
喧
嘩
も
あ
り
ま
す
け
ど
警
察
を

呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
祭
り
も
男
性
社
会
で
男
性
が
表

に
出
て
、
女
性
は
裏
で
や
る
。
そ
れ
も
ま
だ
残
っ
て

い
る
。
神
事
な
ん
か
は
表
の
舞
台
に
女
性
が
上
が
る

こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
に
鞆
は
、
ま

だ
昔
か
ら
ず
っ
と
あ
る
、「
そ
こ
ら
へ
ん
」
が
受
け

継
が
れ
る
、
と
い
う
よ
り
は
残
っ
て
い
る
、
と
こ
ろ

な
ん
で
す
ね
。

　

最
近
は
つ
い
、
安
全
、
安
全
で
、
何
か
い
ろ
ん
な

そ
う
い
う
も
の
の
面
白
さ
を
全
部
取
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
こ
の
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
行
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
旧
市
街
地
の
狭
い
と
こ
ろ
を
電
車
が
抜
け
る
よ

う
に
走
る
ん
で
す
。
あ
と
は
東
南
ア
ジ
ア
で
ト
ゥ
ク

ト
ゥ
ク
っ
て
あ
る
で
し
ょ
。あ
れ
も
、絶
対
日
本
だ
っ

た
ら
許
可
さ
れ
な
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
ス

リ
ル
が
あ
っ
て
、
ま
ち
な
か
だ
と
面
白
い
よ
ね
。
日

本
は
安
全
、
安
全
っ
て
、
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、

な
ん
だ
か
面
白
さ
を
ど
ん
ど
ん
取
っ
て
る
気
が
し
ま

す
。な
ん
か
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。何
か
も
っ

と
余
裕
を
も
っ
て
、
許
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
一
辺
倒
に
規
制
し
ち
ゃ

う
っ
て
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

無
駄
が
美
を
つ
く
っ
て
る

松
居
：
あ
と
、
合
理
化
で
ま
ち
づ
く
り
や
建
築
が
起

こ
っ
て
い
て
。
空
間
を
潰
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

例
え
ば
、
床
の
間
に
し
て
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
考
え

方
に
よ
っ
て
は
無
駄
な
空
間
だ
し
。
で
も
日
本
の
文

化
っ
て
無
駄
が
美
を
作
っ
て
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
現

代
の
効
率
化
で
や
っ
ち
ゃ
う
と
、
床
の
間
も
い
ら
な

い
よ
と
。
そ
う
す
る
と
、軸
の
文
化
も
無
く
な
る
し
、

花
の
文
化
も
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
床
の
間
一
つ
を
取

る
だ
け
で
、
い
ろ
ん
な
文
化
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ど
こ
か
壁
に
か
け
れ
ば
い
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
で

す
け
ど
。

　

だ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
の
建
築
に
し
て
も
、

そ
こ
の
視
点
を
失
う
と
、
無
味
乾
燥
な
味
の
無
い
ま

ち
が
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。
無
駄
な
空
間
が
い
か
に

大
切
か
と
い
う
視
点
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
。

　

日
大
が
一
回
「
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
港
の
雁
木
、
波
止
の
先

ま
で
明
か
り
を
灯
し
て
、
こ
の
空
間
が
い
か
に
鞆
に

と
っ
て
大
切
か
と
い
う
の
を
２
０
０
０
年
か
ら
３
年

く
ら
い
や
っ
た
か
な
？

　

そ
の
意
図
は
な
か
な
か
通
じ
な
い
と
は
思
う
ん
で

す
け
ど
、
学
生
が
２
０
人
位
い
て
、
そ
れ
の
準
備
を

み
ん
な
で
手
伝
っ
て
、
菜
種
油
と
か
入
れ
て
、
大
変

で
し
た
よ
。
そ
の
意
図
を
鞆
の
人
た
ち
に
わ
か
っ
て

ほ
し
い
、
っ
て
や
っ
て
ま
し
た
よ
。

　

そ
の
後
、
鞆
の
地
元
の
人
が
引
き
継
が
せ
て
く

れ
っ
て
言
っ
て
、
お
願
い
し
た
ん
だ
け
ど
、
２
年
で

終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
持
続
っ
て
い
う
の
は
大

変
。　

過
去
や
っ
た
こ
と
は
や
ら
な
い
じ
ゃ
な
く
て
、

改
め
て
鞆
の
魅
力
を
見
せ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

れ
ば
い
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
鞆
の
魅
力
と
い
う

の
は
、「
港
の
す
ご
い
無
駄
と
も
思
え
る
空
間
」。
業

者
は
そ
れ
を
無
駄
と
思
え
る
か
ら
橋
を
か
け
よ
う
と

し
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
う
で
は
な
い
ん
だ
と
、
そ
の

空
間
を
満
喫
し
て
、
わ
か
っ
て
い
る
の
が
浜
辺
の
後

背
地
に
住
む
元
町
の
人
た
ち
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
反

対
を
す
ご
い
し
た
ん
で
す
。
浜
は
自
分
た
ち
が
先
祖

か
ら
受
け
継
ぎ
守
っ
て
き
た
ん
だ
と
。
彼
ら
に
と
っ

て
浜
を
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
首
を
絞
め
ら
れ
る

こ
と
と
同
じ
感
覚
で
す
。
そ
の
く
ら
い
の
誇
り
と
思

い
で
彼
ら
は
生
き
て
い
る
と
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は

自
分
た
ち
の
誇
り
と
生
活
を
守
る
た
め
に
闘
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
の
く
ら
い
の
思
い
で
や
っ
て
い
こ
と

理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

― 

そ
の
あ
と
も
松
居
さ
ん
の
話
は
続
い
た
。　

　

私
が
松
居
さ
ん
と
の
対
話
で
感
じ
た
こ
と
は
、
長

年
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
し
て
き
た
逞
し
さ
と
、
何
よ

り
も
鞆
へ
の
愛
情
だ
っ
た
。（
編
集
：
岡
山
）

な
物
件
を
借
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
範
囲
で
い

う
と
、
鞆
全
体
を
網
羅
で
き
な
い
の
で
、
伝
建
地
区

や
、
港
の
周
り
に
絞
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
す
る

と
大
き
な
物
件
が
残
り
出
し
た
わ
け
で
す
。
大
き
な

物
件
と
い
う
の
は
や
は
り
お
金
が
あ
る
程
度
無
い
と

で
き
な
い
し
、
若
い
人
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
や
っ
て
直

し
て
い
け
る
話
で
は
な
い
し
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
と
し
て
は
そ
う
言
っ
た
物
件
を
お

金
を
持
っ
て
い
て
、古
い
家
や
鞆
に
興
味
も
あ
っ
て
、

協
力·

支
援
し
て
く
れ
る
人
に
買
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
動
き
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
先
ほ
ど
空
き
家
の
見
学
を
ご
一
緒
し
た
、

社
団
法
人
の
＊
４
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
さ
ん
た
ち
と
、
現
在
、

政
府
が
行
な
っ
て
い
る
＊
５
特
区
で
、
民
泊
事
業
を

し
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
さ
ん

が
や
っ
て
い
る
の
は
古
民
家
再
生
な
ん
で
す
ね
。
個

人
の
力
じ
ゃ
出
来
な
い
か
ら
株
式
会
社
と
か
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
か
作
っ
て
ど
ん
ど
ん
全
国
版
に
広
げ
て
い

こ
う
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
そ
こ
に
賛
同
す
る
人
を

集
め
た
勉
強
会
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
も
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
＊
６
金
野
さ
ん
に
鞆
の
事
情

を
よ
く
分
か
っ
た
上
で
、「
大
田
家
の
も
の
を
僕
ら

が
設
計
し
て
も
い
い
け
れ
ど
、
地
元
の
設
計
士
が

ち
ゃ
ん
と
い
る
ん
な
ら
、
そ
の
方
の
指
導
で
や
り
ま

し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
地
元
の
設
計
士
を
育
て
る
こ

と
が
出
来
る
な
ら
。」
っ
て
。
今
日
そ
う
い
う
話
を

し
て
。
で
持
ち
主
の
方
も
「
そ
う
で
す
ね
」
っ
て
。

だ
か
ら
、
専
門
の
方
に
来
て
も
ら
う
の
は
安
易
だ
け

ど
、
地
元
が
育
た
な
け
れ
ば
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
。
専
門
家
の
方
々
に
中
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
地

元
の
設
計
士
さ
ん
や
業
者
が
そ
れ
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
勉
強
し
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
、
そ

う
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

　

地
元
や
専
門
家
の
方
に
保
存
に
協
力
し
て
も
ら
う

の
と
、
先
ほ
ど
み
ん
な
で
行
っ
た
空
き
家
を
直
し
て

旅
館
に
し
て
、
今
や
っ
て
い
る
民
泊
事
業
を
鞆
の
ま

ち
の
中
に
展
開
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
来
な
ら
も
っ
と
借
り
れ
る
物
件
が
あ
れ
ば
早

く
進
む
ん
で
す
け
ど
、
何
し
ろ
借
り
ら
れ
る
物
件
が

無
い
の
で
、
今
は
そ
れ
を
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
や
っ

て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
多
種
多
様

松
居
：
今
日
見
学
し
た
空
き
家
に
関
し
て
は
、
こ
れ

で
い
け
る
、
と
な
っ
た
ら
事
業
計
画
を
立
て
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
ど
う
い
う
形
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、「
株
式
会
社 

鞆
」
と
か
新
し
い
会
社
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
「
丹
波

の
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
と
す
る
か
、
そ
の
よ
う
な
組
織
や
事

業
の
運
営
の
話
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
け
ど
、
残

念
な
が
ら
こ
の
鞆
に
は
人
材
が
足
り
て
い
な
い
で

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
立
ち
上
げ
て
も
、
そ

れ
を
担
う
人
材
が
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
誰
が
や
る

か
と
い
う
問
題
が
出
て
来
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
立
も
重
要
だ
け
ど
、
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
。
や
は
り
た
だ
の
ビ
ジ
ネ
ス
じ
ゃ
な
く
て

そ
こ
に
は
哲
学
が
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
う
町
を

思
っ
て
、
ど
う
し
て
い
く
か
っ
て
い
う
哲
学
を
き

ち
っ
と
し
な
い
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
走
っ
た
ら
全

＊ 4　一般社団法人 NOTE：2009 年設立。兵庫県篠山市の歴史的な市街地や集落を中心に、古民家再生事業や、マルシェの開催など、多方面に活躍している。(http://plus-note.jp/note/
company/history.html)
＊５　伝統的建築物活用特区 (2013)：歴史的建造物の維持、活用のために宿泊、レストラン、カフェ、芝居小屋、ギャラリー、物販、シェアハウス、福祉施設など現代社会 ニーズに対応した
施設として幅広く活用が可能にするよう用途や建築基準の緩和が適用される政策。(www.mlit.go.jp/common/001040947.pdf)
＊６　金野幸雄：一般社団法人ノオト代表理事。

松居秀子：鞆生まれ。埋立架橋問題を受けて、1990 年から鞆の町の魅力を再発見するワークショップなどを開催。2003 年から「NPO 鞆まちづくり工房」の代表として、空き家再生事業や歴
史遺産の活用、魅力発信を続けている。

photo7. インタビューは和やかに進んだ

photo5. 日大が主催したライトフェスタの様子　写真：鶴岡さん (日本大学 )

photo6. プロジェクト当時の作業風景
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鞆の交通量
2000 年に行われ
た交通量調査。現
在も街路の幾つか
で車の混雑が見受
けられる。

雁木工事中
茶屋蔵カフェの前
面の雁木は現在工
事中。白い壁があ
るのとないのでは
雰囲気はだいぶ異
なるだろう。工事
が早く終わること
を祈る。

沼名前神社
鞆雑誌 2011 では
沼名前神社で行わ
れる祭りの調査を
行った。クランク
のある参道を抜け
長い階段を登ると、
荘厳な建築が迎え
てくれた。

空き家から
おもてなし空間へ
　NPO 鞆まちづくり工房が携わった空き家
再生事業の一つであり、松居さんが経営する

「お船宿 いろは」に宿泊した。「いろは」は
幕末、坂本龍馬がいろは丸の事件の際に滞在
した場所といわれている。また建築物のコン
バージョンデザインには宮崎駿も関わってい
る。1 階はランチを提供するレストラン、２
階の宿泊スペースは書斎や応接スペース、屋
根組みが見える部屋もある。1 階の飲食ス
ペースは鞆の空き家再生を運営する人々で集
まる場としても利用されており、今回松居さ
んのインタビューを行ったのもこの場所だ。
宿泊客をもてなす場。町のことを考える場。
鞆の風景を今へと紡ぐ場。「お船宿いろは」
は新しい風を吹き込み、鞆の町の印象的な場
となっている。

初日の夜は、近所のお
じさんが釣り上げた黒
鯛を M ２三文字が捌
き、刺身とあら煮で堪
能した。
　朝食は鯛茶漬けを含
めた豪華な料理が振る
舞われ、鞆の食を存分
に満喫した。

コンバージョン
以前は魚屋萬蔵
宅 の 空 き 家 と
なっていた建築
物。シャッター
や建築物の前面
に壁など、内外
装共に近世とは
程遠いデザイン
だった。

いろは
ビフォー
アフター

いろはで
舌鼓

写真上：いろは 1 階にて夕
食を囲む。写真右下：黒鯛
を捌く三文字。写真左下：
黒鯛の刺身。

写真１. 二階廊下突き当たりの書
斎スペース。/ 写真 2. 一階玄関
から建物正面奥を覗く。/ 写真
３. 二階の窓から中庭を覗く。

コラム：  お船宿 いろは に宿泊

Step2
鞆の
空き家 　

　２日目の午前中、松居さ
んのお誘いで、NOTE の金
野さん、建築家の才本さん
と３件の空き家を見学する
ことができた。鞆では現在
までに空き家の再生を 40
件以上行っており、空き家
再生もまちの特徴の一つと
言えるのかもしれない。金
野さんからは空き家再生の
利回りなど興味深い話を聞
くことができた。見学した
３件の空き家の今後に注目
である。

Step1.

プロジェクトの
痕跡を辿る

photo2. 一件目 2 階和室。南面からの

日差しが印象的。傷んだ建具は交換か。 

神谷 安里沙

岡山 紘明

三文字 昌也

小林 里瑳

田中 雄大

中村 慎吾

photo5. ３件目和室から縁をみる。

庭木を剪定すると海が一望できる。

photo1. 一件目空き家の入り口。カウ

ンターと土間空間、少し高い天井高。 

photo4. 二件目玄関先。天井が抜け

て吹き抜けに。トタンの壁が見える。

photo3. 二件目玄関先。広々とした

土間。太田家住宅に隣接した好立地。

photo6. 街角で金野さんのお話を聞

く。改築された空き家を思い浮かべる。

撮影：松田 季詩子
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３   鞆を歩く。
9 月 2 日、３日に都市デザイン研究室の現役メンバー 7 人で鞆と
江の浦を訪れた。実際に町を歩くと豊かな港の風景、人情に癒され、
感動的な時間を送れたようにも思う。そんな町歩きを 3 章立てで
紹介する。



円福寺の近くの坂 
：鞆は海から山が近い。そのため斜面が多い。ち
なみに宮崎駿は滞在時この付近に住んでおり、医
王寺まで散歩で毎日のように歩いていたという。

焚場に面した村上製パンの店の裏
：町の運動会のパン食い競争でパンを提供するパ
ン屋の店の裏には絶景がある。焚場の雰囲気と鞆
の海とが両方楽しめるのんびりとした空間。

医王寺からの眺め 
：気づかないほどさりげなく、海も船も溶け込ん
で、鞆の色になる。( 田中 )

焚場 tadeba

：木造の船を利用していた時代、防虫のために船
を焼いた場所である。埋立計画も出た場所である。

雁木で釣り gangi鞆の中心部の街路 street

村上製パン所とその裏：
細い長屋の中を通ると裏に海が広がる贅沢空間。
( 三文字 )

福禅寺 対潮楼とそこからの眺め
：絵と見まごう絶景。吹き抜ける風。心地よい眠
りが訪れました。( 神谷 )

雁木でおじさんが釣ったチヌを調理する
：よさげな写真はマガジンに捧げてしまったので、
ここでは板前に敬意を表したい。( 松田 )

灯篭 tourou 
：灯篭は鞆のランドマーク、その周辺はまさに広
場だ。瀬戸内海が見渡せ、観光客で賑わい、夕方
には近所の方が雁木に座っておしゃべりする。

波止 hato 
：海を見渡せば必ず目に入る波止。石で積まれ、
迫力十分。波止からの景色は絶景。瀬戸内海を一
望でき、鞆の町もパノラマで観られる。

街路
古い町並みが楽しめるのも鞆の魅力の一つ
である。重要文化財の太田家住宅や石畳の
街路、江の浦の生活風景が色濃く表出する
路地や急峻な坂など様々な表情を見せる。

港の風景
鞆には近世の港湾の要素が揃っている。横浜
や神戸のアーバンな港もかっこいいが、鞆で

しか味わえない港の風景もたくさんある。

灯篭の夜景 
観光客が去ったこの場は忽ち地元民の溜り場とな
り、独特の雰囲気を醸し出す。( 中村 )

step3
鞆 満 喫
鞆の港町が私たちを迎え入れてくれた。近世の港湾の要素や

歴史的な町並みを色濃く残す鞆を歩いて実感したここならで

はの風景を切り取って紹介する。また、下段は町を歩いたメ

ンバーそれぞれのお気に入りの写真が並ぶ。

中心部の街路
：杉の荒い木目が覆いかぶさる感じとか、細い隙間か
ら海と空が同じ量だけ見えてるとか。( 小林 ) 

江の浦の路地
：江の浦の路地ベンチや洗濯機が道に出ており生
活感が溢れる。勾配もついており、迷路のように
複雑な空間となっている。
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鞆を歩いて 鞆
の
浦
の
余
白
の
豊
か
さ
。
旅
先
で
は
色
々
見
ね
ば
と
忙
し
な

く
動
き
回
り
が
ち
な
の
で
す
が
、
波
止
場
の
先
、
後
山
山
荘
、

福
禅
寺
対
潮
楼
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
裏
な
ど
。
只
々
海
を
見
て
い

た
い
。
何
も
し
た
く
な
い
。
で
も
何
も
し
て
い
な
く
て
も
心
が

満
た
さ
れ
て
い
く
不
思
議
な
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。
何
も
な
い
、
で
も
場
所
に
よ
っ
て
違
っ
て
見
え
る
海
を

ひ
た
す
ら
眺
め
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

（
神
谷
）

次
に
行
く
と
き
、
鞆
に
は
山
腹
の
家
を
借
り
た
い
。
雁
木
か
ら
日
が
な
釣
り
糸
を
垂
れ
る
。
朝
と
夜
に
は

町
の
息
遣
い
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
結
晶
を
景
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

私
が
「
鞆
の
人
」
に
な
り
え
な
い
と
き
、
一
抹
の
寂
し
さ
が
そ
こ
に
あ
る
。
で
も
松
居
さ
ん
の
言
葉
に
甘

え
れ
ば
、
こ
れ
も
鞆
の
ま
ち
づ
く
り
に
包
含
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
。
と
は
い
え
、
晴
耕
雨
読
は
夢
の
ま
た

夢
、
保
命
酒
の
買
い
込
み
あ
た
り
が
現
実
的
だ
。

（
松
田
）

色
ん
な
人
や
物
や
目
に
見
え
な
い
文
化
が
滞
留
し
ま
た
何
処
か
に

往
く
の
を
見
て
来
た
小
さ
な
街
だ
か
ら
，
手
に
収
ま
り
そ
う
な
鞆

の
湾
が
，
深
く
広
く
見
え
た
．

福
山
の
駅
前
に
降
り
立
っ
た
時
に
，
あ
れ
は
幻
だ
っ
た
気
が
す
る

く
ら
い
時
空
間
に
広
が
り
を
持
っ
て
い
て
お
そ
ら
く
ど
の
時
代
に

も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
夏
の
，
涼
や
か
な
お
菓
子
み
た
い
な
鞆

の
雁
木
と
波
打
ち
際
の
色
だ
け
が
強
烈
に
残
っ
て
い
る
．

（
小
林
）

鞆
。
い
い
ま
ち
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
想
像
で
き
た
の
で
す
が
、
行
っ
て
み
て
、「
ま

ち
の
良
さ
」
を
守
る
様
々
な
努
力
を
目
の
当
た
り
に
で
き
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
こ
そ

地
元
の
人
や
研
究
室
の
長
年
に
わ
た
る
成
果
な
の
だ
ろ
う
と
、
し
み
じ
み
感
じ
入
っ
た
次
第

で
す
。
個
人
的
に
は
常
夜
灯
前
で
釣
っ
た
チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
）
を
く
れ
た
お
じ
さ
ん
に
感
謝

し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
美
味
し
い
刺
身
と
煮
付
け
、
最
高
で
し
た
。

（
三
文
字
）

バ
ス
を
降
り
た
瞬
間
、
潮
の
香
り
が
体
を
包
む
。
け
れ
ど
音
は
な
く
、

と
て
も
静
か
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
雰
囲
気
。
鞆
に
着
い
た
の
は
、
日
沈

後
の
夜
に
な
る
ま
で
の
間
で
、
刻
一
刻
と
水
面
に
映
る
ま
ち
の
光
が
強

ま
っ
て
い
く
。
こ
ぶ
の
あ
る
地
形
も
そ
こ
を
縫
う
狭
い
み
ち
も
内
湾
の

ゆ
る
や
か
な
弧
が
受
け
止
め
て
い
る
。
鞆
の
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
緯
を
聞
い
て
、
今
、
目
の
前
に
あ
る
鞆
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
単
純
に
そ
う
思
い
ま
し
た
。

（
田
中
）

２
度
目
の
訪
問
と
な
っ
た
鞆
の
浦
。
改
め
て
歩
い
て
み
る
と
、
入
江
の
ス
ケ
ー
ル
感
、
建
物

の
密
度
、
文
化
資
源
の
ち
ら
ば
り
、
い
ず
れ
を
取
っ
て
も
素
晴
ら
し
く
、
再
び
の
感
動
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
万
人
と
共
有
す
る
の
は
難
し
い
。
架
橋
問

題
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
正
解
の
な
い
価
値
判
断
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
べ
き
な
の
か

と
い
う
、
大
き
な
問
い
を
我
々
に
投
げ
か
け
た
よ
う
に
思
え
た
。

（
中
村
）

沼名前神社

いろは

舟番所

波止

雁木

常夜灯

焚場
医王寺

今回、鞆を 3 つの視点から見てみた。

先輩方の寄稿からは、各人の個性が溢れた文章の中に、当時の高揚感や厳しさ、充実感、

様々な感情と経験が散りばめられていた。

プロジェクトに関わったことが、血となり肉となってきたのではないかと思った。

身の引き締まる素敵なご寄稿をいただけたと思っている。

松居さんへのインタビューでは、

鞆プロジェクトの経緯やまちづくりを進めてきた中での

エピソードを生々しく、みずみずしく、

実感を持って聞くことができた。これからの鞆に対する構想も聞くことができ、

松居さんや住民の方の一つ一つの行動がこれまでの鞆の町を積み上げてきたし、

これからの鞆の町を作っていくんだろうなとひしひしと感じた。

 そんなことを思いながら何かしらの形で鞆にこれから関われたらいいな、

と少し妄想を膨らませてみている今日この頃である。

実際に鞆を歩いてみて思ったのは、鞆はワクワクとのんびりが同居する町であるということ。

山と港も同居しているし、古い寺社とリノベーションされた町家も同居している。

狭い路地と真新しい青色のペイントが施されたゆとりある幅員の道路も同居している。

鞆の町は町並みをタイムカプセルのように閉じ込めておくのではなく、

どこか踏襲しながら、少しづつ時代に合わせて変化している町だ。

そんな町の積み上げてきた歴史が滲み出ているからこそ

ワクワクするし、のんびりできる町なのではないだろうか。

瓶ビールの箱を裏返して道端で話すおばあちゃんたち。

灯篭の下でストレッチをする歴史に詳しいおじいちゃん。

「昼間に働いて、夜は休みましょ」と、にこやかに話す松居さん。

人情味溢れる町、鞆は健在である。

拙い雑誌となりましたが、最後まで読んでくれた、読者のみなさま。

そんなみなさまに訪れてほしい場所です。

（文：岡山）

Special　Thanks　（敬称略）

松居　秀子　　　中島　直人　　　窪田　亜矢

今川　俊一　　　田中　大朗　　　池田　晃一

三文字　昌也　　　小林　里瑳

田中　雄大　　　中村　慎吾　　　神谷　安里沙　

編集

岡山　紘明

松田　季詩子　　　中戸　翔太郎
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　両書とも「西村幸夫＋町並み研究会」の編著となって
いる。町並み研究会とは研究室内外の有志と小出和郎氏
を中心とした都市環境研究所の有志のメンバーが集まっ
て 1994 年から不定期で議論をしてきたゆるやかな組織
だった。議論の成果は当時先鋭的であった雑誌『造景』
にシリーズとして発表してきていた。その成果をまとめ
たのが『都市の風景計画－欧米の景観コントロール　そ
の手法と実際』（学芸出版社、2000 年）である。欧米 6
か国をそれぞれ専門にするメンバーが中心となって執筆
している。

　日本の景観を良くするための方策が主たる関心だった
が、新しい施策を提言するためには、日本の施策を相対
化してみる必要がある、ということで海外事例をその運
用にまでおりて調べた成果をもとにしている。景観とい
うといかにも操作的に見えるので、文化的含意を込め
て「風景」とした。Landscape が欧州の 1990 年代の
主要な関心事であったこととも呼応している。韓国語版

（2003 年）と中国語版（簡体字、2005 年）も翻訳刊行
された。
　幸運にもこの本の売れ行きが良かったので、念願の『日
本の風景計画―都市の景観コントロール　到達点と将来
展望』（学芸出版社、2003 年）を刊行することができ
た。執筆陣もさらに膨らむこととなった。時あたかも景
観法（2004 年）前夜である。執筆準備の段階で、日本
でも法制化が進むかもしれないということになり、最終
の第13章に「これからの日本の風景行政への13の提言」
を執筆した。私が書いて、小出さんが若干加筆する、と
いうスタイルをとった。
　感慨深いのは、ここで提案した１３のうち基本法制（本
書では「風景基本法」と表現していた）や法定計画（同「風
景計画」）、重点地区やデザイン審査制度の導入などかな
りの部分が大なり小なり実現したことである。もちろん
本書だけの手柄ではないが、出版のタイミングが良かっ
たこともあって、時代を動かすことに一定の役割を果た

したのではないかと思っている。一冊の本の提言がこの
ような形で実現するということに、時代と並走している
という実感を持ったのはたしかである。私自身、当時は
いろんなところから原稿を依頼され、大変だったことを
記憶しているが、理想の実現に一歩でも近づくためのこ
となので、苦ではなかった。
　共著者とのコラボは、このあと、景観規制の根拠に迫
るための原論である『都市美―都市景観施策の源流とそ
の展開』（学芸出版社、2005 年）や近年の『都市経営
時代のアーバンデザイン』（学芸出版社、2017 年）に
まで受け継がれている。

　
▲上梓された『都市の風景計画』・『日本の風景計画』。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

韓国語・中国語版も発行されている

小樽の峯山富美さんと、1995 年

『都市の風景計画』・『日本の風景計画』

Hey l isten,     - ちょっと聞いて！ -

手賀沼フィッシングセンター改修の基本設計もいよいよ大
詰め。現場を念入りに確認し、メインのウッドデッキから
隅のほうの岩や下草まで、丁寧に計画していきます！　

（清水）

手賀沼 PJ　                        設計、大詰め‼︎

原発避難の影響で耕作放棄地になってしまった場所にひま
わりを植えて、その中に迷路を作る取り組みのお手伝いを
させていただきました。多くの人が迷路を楽しんでくれま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新妻）

小高 PJ　                　      ひまわり、満開。

11 月に行うワークショップガイダンスに向けて、浦安元
町の空き地・空き家調査を行いました。地域の特性やポテ
ンシャルを踏まえて、住民の皆さんと将来像を検討してい
きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤）

浦安 PJ　                       　   WS に向けて

高校生中心のまちづくり活動が今後佐原に定着することを
目指して、プロジェクトで得た知見を現地の方々と共有す
るべく、近年の活動を報告書の形にまとめています。　

（神谷）

佐原 PJ　                   次世代へのバトンづくり

8 月下旬の現地調査を終え、まとめ作業をしています。加
えて内子市街地でやりたい事業などのブレインストーミン
グを行ったり、10 月は神楽の調査を現地で行う予定です。

（岡山）

内子 PJ　    アイデア出しと調査まとめとこれからと

空き家発生の構造を解明するために、述べ 60 時間超のヒ
アリングを決行した夏。その結果を地元の方々に共有しつ
つ UDC 事業につなげるべく、ただいま鋭意分析中です。

（松田）

三国 PJ　      地元スーパーにはお世話になりました

地域の方々と造り上げた行灯を沿道に並べるアクション
や、浅間神社駐車場の案内板を更新する試みなど、地域資
源の再発見につなげるための「実験」を展開しています。

（宮下）

富士吉田 PJ　  　　　　 まちの実験、展開中！︎

Schedule for Next Month　-10 月の予定 -

　・9/28-30 10/1 高島平社会実験 

　・10/9 三国 WS　

　・10/17 第 7 回研究室会議

　・10/?? 浦安

　・10/?? 上野・協議会

Archives - 9 月の web 記事

0
9

.1
2 高島平の歴史を追うヘリテージ PJ、今回は第 3 回。

その様子を M1 但馬が報告する。

拡大するヘリテージプロジェクト！

0
9

.0
1

-

今年の建築学会の様子を森助教が報告。デザ研
OB・OG による大懇親会も。

2017 年度日本建築学会大会

0
9

.0
4

-

10 日に渡るカトマンズ現地調査を、新 D1 濱田が
報告。

カトマンズ現地調査

0
9

.2
7 賛否両論・忌憚ない意見が飛び交った副都心協議会、

上野 PJ の発表の結果はいかに？

上野・副都心協議会！

0
9

.2
3 本郷の昔と今の話を地元の方々に伺う＠鳳明館。　

本郷のキオクの未来 PJ の M2 三文字が報告。

本郷のキオクを語り聞く会 2017。

Project Headlines -PJ 近況早わかり -
Web 記事もご覧ください。http:/ /ud.t .u-tokyo.ac.jp/ja/blog/▶
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